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第
三
款

雑
則

（
指
定
親
会
社
の
主
要
株
主
に
関
す
る
措
置
）

第
五
十
七
条
の
二
十
六

第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
三
十
二
条
の
三

第
一
項
の
規
定
は
、
指
定
親
会
社
の
株
主
又
は
出
資
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
公
益
又
は
投
資
者
保
護
の
た
め
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
親
会
社

の
主
要
株
主
（
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
主
要
株
主
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対

し
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三

十
二
条
の
三
第
一
項
の
届
出
若
し
く
は
措
置
若
し
く
は
対
象
特
別
金
融
商
品
取
引
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
親
会

社
の
業
務
若
し
く
は
財
産
に
関
し
参
考
と
な
る
べ
き
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
当

該
主
要
株
主
の
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
の
届
出
若
し
く
は
措
置
又
は
当
該
対
象
特
別
金
融

商
品
取
引
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
親
会
社
の
業
務
若
し
く
は
財
産
に
関
し
必
要
な
検
査
に
限
る
。）を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
外
国
会
社
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
当
た
つ
て
の
技
術
的
読
替
え
等
）

第
五
十
七
条
の
二
十
七

特
別
金
融
商
品
取
引
業
者
の
親
会
社
が
外
国
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の

規
定
の
適
用
に
当
た
つ
て
の
技
術
的
読
替
え
そ
の
他
当
該
外
国
会
社
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
五
十
七
条
の
九
」
を
加
え
る
。

第
七
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
七
十
九
条
の
五
十
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
中

「
又
は
第
五
十
四
条
」
を
「
、
第
五
十
四
条
又
は
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
」
を
加
え
、「
若

し
く
は
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
を
「
、
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
五
の
九
第

一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
若
し
く
は
外
国
金
融
商
品
取
引
所
が
」
を
「
、
外
国
金
融
商
品
取
引
所
が
第

百
五
十
五
条
の
六
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
」
の
下
に
「
若
し
く
は
外
国
金
融
商
品
取
引

清
算
機
関
が
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
場

合
」
を
、「（
外
国
金
融
商
品
取
引
所
」
の
下
に
「
又
は
外
国
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
第

百
六
条
の
三
第
一
項
の
認
可
若
し
く
は
第
百
六
条
の
十
七
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
者（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
主

要
株
主
」
と
い
う
。）」
を
「
主
要
株
主
（
第
百
六
条
の
六
第
一
項
、
第
百
六
条
の
二
十
第
一
項
又
は
第
百
五
十
六
条

の
五
の
八
に
規
定
す
る
主
要
株
主
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
若
し
く
は
第
百
六
条
の
二
十
一

第
一
項
」
を
「
、
第
百
六
条
の
二
十
一
第
一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
五
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中

「
又
は
第
百
六
条
の
二
十
一
第
一
項
」
を「
、
第
百
六
条
の
二
十
一
第
一
項
又
は
第
百
五
十
六
条
の
五
の
九
第
一
項
」

に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
百
五
十
六
条
の
十
七
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
四
第
二
項
」
を

加
え
る
。

第
百
二
条
の
十
六
第
二
項
中
「
第
百
六
条
の
二
十
一
第
一
項
若
し
く
は
」
及
び
「
第
百
六
条
の
二
十
一
第
一
項
、」

を
削
る
。

第
百
六
条
の
四
第
二
項
中「「
若
し
く
は
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
百
六
条
の
二
十
八
第

一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
五
条
の
十
第
一
項
」」を「「
、
第
百
五
十
六
条
の
十
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ
る

の
は
「
、
第
百
五
十
六
条
の
十
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
四
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
」
と
、「
、
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
百
五
十
五
条
の

六
、
第
百
五
十
五
条
の
十
第
一
項
」」に
改
め
る
。

第
百
六
条
の
十
二
第
二
項
第
三
号
中
「
第
五
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
」を
加
え
、

「
若
し
く
は
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
を
「
、
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
五
の

九
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
の
十
八
第
二
項
中「「
若
し
く
は
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
百
六
条
の
二
十
八

第
一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
五
条
の
十
第
一
項
」」を「「
、
第
百
五
十
六
条
の
十
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
、
第
百
五
十
六
条
の
十
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
四
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
」
と
、「
、
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
百
五
十
五
条

の
六
、
第
百
五
十
五
条
の
十
第
一
項
」」に
改
め
る
。

第
百
五
十
五
条
の
三
第
二
項
第
三
号
中
「
認
可
申
請
者
が
」
の
下
に
「
第
百
五
十
五
条
の
六
若
し
く
は
」
を
、「
認

可
を
取
り
消
さ
れ
」
の
下
に
「
、
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
五

十
六
条
の
二
十
の
二
の
免
許
を
取
り
消
さ
れ
」
を
加
え
、「
若
し
く
は
第
五
十
四
条
」
を
「
、
第
五
十
四
条
若
し
く
は

第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
六
条
の
三
第
二
項
中
「
免
許
申
請
書
」
を
「
前
項
の
免
許
申
請
書
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第

八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

未
決
済
債
務
等
（
第
百
五
十
六
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
未
決
済
債
務
等
を
い
う
。
次
条
第
一
項

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
決
済
を
行
う
た
め
に
必
要
な
担
保
の
徴
求
の
方
法
そ
の
他
の
当
該
決
済
の
仕
組
み

及
び
当
該
決
済
の
業
務
を
行
う
た
め
の
設
備
、
人
員
そ
の
他
の
体
制
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

第
百
五
十
六
条
の
四
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

未
決
済
債
務
等
の
決
済
に
充
当
す
る
担
保
の
適
切
な
徴
求
、
当
該
決
済
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の
信
頼
性

の
高
い
設
備
の
運
用
そ
の
他
当
該
決
済
が
適
正
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
る
た
め
の
仕
組
み
及
び
体
制
が
十
分
に
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
百
五
十
六
条
の
四
第
二
項
中
「
適
合
し
た
」
を
「
適
合
し
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
第

五
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
五
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
五
十
七
条
の
六

第
三
項
」
を
、「
登
録
を
取
り
消
さ
れ
」
の
下
に
「
、
若
し
く
は
第
百
六
条
の
七
第
一
項
、
第
百
六
条
の
二
十
一
第
一

項
、第
百
六
条
の
二
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
六
条
の
五
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
取
り
消
さ
れ
」

を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
、
ロ
又
は
ホ
」
を
「
か
ら
ヘ
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
六
条
の
五
第
二
項
中
「
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
十
条
を
加
え
る
。

（
資
本
金
の
額
）

第
百
五
十
六
条
の
五
の
二

金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
（
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
が
金
融
商
品
取
引
所
で
あ
る
場

合
を
除
く
。
次
条
、
第
百
五
十
六
条
の
五
の
五
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
百
五
十
六
条
の
五
の
六
第
一
項
、

第
百
五
十
六
条
の
五
の
八
、
第
百
五
十
六
条
の
五
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
、第
百
五
十
六
条
の
五
の
十
第
二
項
、

第
百
五
十
六
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
五
十
六
条
の
十
二
の
二
か
ら
第
百
五
十
六
条
の
十
四
ま
で
並
び

に
第
百
五
十
六
条
の
十
七
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
資
本
金
の
額
は
、
政
令
で
定
め
る
金
額
以
上
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
対
象
議
決
権
保
有
届
出
書
の
提
出
）

第
百
五
十
六
条
の
五
の
三

金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
を
超
え
る
議
決
権（
社
債
、

株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
者
に
対

抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
株
式
に
係
る
議
決
権
を
含
み
、
取
得
又
は
保
有
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
議
決
権
」
と
い
う
。）を
保
有
す
る
こ
と
と
な
つ

た
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
有
す
る
当
該
対
象
議
決
権
の
数
を
当
該
金
融
商
品
取
引
清
算

機
関
の
総
株
主
の
議
決
権
の
数
で
除
し
て
得
た
割
合
、
保
有
の
目
的
そ
の
他
当
該
対
象
議
決
権
に
関
し
内
閣
府
令

で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
対
象
議
決
権
保
有
届
出
書
を
、
遅
滞
な
く
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、当
該
各
号
に
定
め
る
対
象
議
決
権
は
、

こ
れ
を
保
有
す
る
も
の
と
み
な
す
。

一

金
銭
の
信
託
契
約
そ
の
他
の
契
約
又
は
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
の
対
象
議
決
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
又
は
当
該
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
有

す
る
場
合

当
該
対
象
議
決
権

˜—
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